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                                                         第 16 号  2019 年５月７日 

 

      ゆきのさと自由が丘通信 

                  ≪2021 年 4 月、小学校開校をめざして≫ 

  認定 NPO 法人 北海道自由が丘学園・ともに人間教育をすすめる会 

／北海道に「自由な小学校」をつくる会（口座名称「ゆきのさと自由が丘学園をつくる会」） 

            札幌市豊平区月寒東 1-15-5-11 ☎(011)858-1711  https://www.hokjioka.net/ 

 

 小学校の校舎貸与内定！ 
 10 連休が明けました。変わらぬ世の動きとは別に、北海道の自由な小学校づくりは新たな段

階に入ります。ここからが正念場です！ 

B 町役場への昨年からの４度の訪問（含む町長との会談）後、役場は私たちと交渉を進め、地域住

民への理解を図るため直接の説明会も設定してくださいました。そして、閉校舎貸与に関する『協定

書』を調整中です。詳細はさらにこれから詰めていきますが、「小学校の 2021 年 4 月からの校舎貸与」

は内定しています。ただ、今年度はまだ通常の小学校の教育活動が行われており、2020 年 3 月までは、

その支障にならないように気をつけなくてはいけません。閉校を経験する当事者の子どもたちや職員

の方々のお気持ちに十分配慮しながら、大切に校舎を引き継がせて頂きます。 

さて、学校づくりの運動は、『協定書』締結後は堂々と町名も公表して、大々的にアピールして、

認可に向けて大急ぎで母体資金集めに入らなくてはいけません。並行して道の学事課との調整も進め

ていきます。今後、具体的な発表の機会をつくって新聞・テレビ、SNS などで PR をする、これまでの

繋がりを生かして広く呼び掛ける、企業訪問を精力的に行う、などの活

動で目標をめざします。支持者・支援者の皆さんのお力を結集して、何

としても認可にこぎつけなければいけません。皆さんには、①署名（現

在 2500 筆）の継続とともに、②「つくる会」への入会（1000 円／年）

の呼びかけ、③資金集め（認可前の寄付予定という意味での予約金を含

め）に、ご協力くださることを、改めてお願いいたします。 

 

 

 

 

「新パンフレット」の普及、今後の動き 
今、支援呼びかけの「パンフレット」を作っています。下記の集会でも皆さんにお配りし

ます。周囲の方々や、これはと思う企業にもどんどん配りながら、支援を募っていきます。 

 

◎ 5 月から 募金開始。個人、企業含めて 2 億円が目標額です！これを一口 1 万円以上で多数の市

民から募り、十口 10 万円以上希望で企業：法人へも精力的にあたります。パンフ、振込み

用紙、寄付申し込みは、事務局から受け取ってください。まず、1千万を早急に達成へ。 

◎ ７月ころ 認可申請へ一定の自力金額をもとに、クラウドファンディングを準備します。 

◎ 夏休み  サマースクールを計画・実施したいと思います。 

◎ 9 月には、北海道庁学事課に設立申し出。北海道私学審議会に認可申請。 

※ 以降の取り組みは、パンフレットを参照してください。 

「ゆきのさと自由が丘学園小学校」設立の会  
と き：６月１日（土） 10：00～12：00    ※ﾌｪｲｽﾌﾞｯｸにて PR 

ところ：MOA アートホール北海道（西区二十四軒４条２丁目 8-31） 

郵便局口座番号：02760－7－103252   

口 座 名 称：ゆきのさと自由が丘学園をつくる会 
【他行からの振込みの場合、店名：279、 預金種目：当座、 口座番号：0103252】 
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4/20 札幌市西区での「説明会」のようす 
 集会の報告です。新学期の多忙な時期でしたが、帯広方面から 3組の方、滝川市や、札

幌近郊、札幌市内の方々など約 30 名が集まりました。半数以上が初参加の方で、まだまだ

関心の広がりがあると感じました。内容は B 町での地域説明会に使った P.P.での説明をした後、皆さ

ん一人一人から思いを含めて自己紹介があり、そのあと、吉野から『協定書』

を交わす直前の進捗状況説明でした。B 町小学校の校舎貸与が内定していた

ので、皆さんからは、給食のこと（給食？自然食品の弁

当？）、募集児童の入学方法（定員以上多数なら？）、

スタッフの募集（教員免許、採用基準？）などの問いも

あり、想いは開校準備へ馳せていたようにも感じました。

この夏休みには、ぜひ小学校中・低学年、就学前のお子さんを対象にしたサマー

スクールも実施したい、事務局としても具体的な準備を頑張らなくては、と思っているところです。

みなさんのご感想を抜粋でご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○…B 町に、△△市からも通うことができればなぁ～と思っています!! 食の意識が高い先進地で、今からとても

楽しみです！ 

○自己肯定感育成のプログラム、総合的な人格、能力の育成にアプローチしていくような計画と実践を持って

います。この学校の教員スタッフとして参加してみたいという気持ちがありました。 

○今回もとてもワクワク充実した時間でした。いつもこの会に参加して、“あ～やっぱり子どもに行ってほしい!!”と

思い、□□に帰ると“やっぱり難しいかなー”と現実問題に ぶつかる…をくり返している日々です。… 

○参加するたびに、どんどん具体的なお話が多くなり、いよいよ本当に学校ができるのだなとワクワクしました。

ここがスタートとなり、こんな学校が全道に広がっていくことを期待しています。 

○…受験システムや、学校のシステムに？を感じながらも、それに乗らないと不安、心配、ふつーそーゆーも

の、と思うしかない世の中が、選択肢が増えれば、変わってくると思うので、少しずつでも変わっていけばいい

なと思います。… 

○…皆様の熱心な姿勢に感謝と応援の気持ちでいっぱいです。… 

○様々な地域、職業の方が参加するようになっており、より可能性を感じております。 

ここからは資金繰りが最難関になるかと思います。微力ながら、ご協力させて頂きます。 

私も動ける範囲で頑張ります!! 

○…これからまだまだクリアしなければならない事があるとは思いますが、できる限りの協力をさせて頂ければと 

思っています。北海道ならではのカリキュラムは数多くありそうで、ワクワクしています。… 

      ○公教育のなかで不自由を感じながら指導していることも多々あり、自由な学校設立ということ

で感銘を受けました。自然のなかでの教育や、北海道ならではの教育に興味が深く、どん

な教育が展開されるのか楽しみです。… 

         ○今日は 2回目で久しぶりの参加でした。自由な小学校をつくる会の活動がどういう状況か気

になっていたので、参加できて良かったです。娘はまだ小さいので、数年後どんなふうに言

うかまだ想像が出来ませんが、親としてはこの小学校、この会にとても希望を感じています。 

○…通わせてみたいけど、B 町は遠いか、小 4 の時だったら通えるかな、と思いながらお聞きしていました。保

育園で自主性の大切さを感じたので、それが活かされる生活を送れるなんて素晴らしいと思いました。 

○…小学校入学で特認校に入れようか迷いながら普通の小学校に入学しました。…「しなければいけない事が

多い」のに対して疑問をいだきながら通っています。楽しく通える学べる小学校があればいいな、自由な学校

があったらと数年前から思っていたので、今回インターネットでお話会があると知り、参加いたしました。… 

○…私は学校に疑問を持たず、素直に勉強し、自己肯定感が低い大人に育ったなあと思います。子どもが生

まれたことで、自分自身も育ち直している感じです。B町移住検討します！… 

○ゆきのさと小学校の開校予定が 2021年 4月と知りとてもうれしく思いました。そして予定地が B町ということで

娘を通させることも可能であるのではとも感じました。… 

○…乳幼児期を幸せに過ごした子供たちが、引きつづき幸せに育っていけるような環境づくりが急務だと感じ 

ていたところに、このようなステキな出会いを頂けて感謝しています。…食の安全について、強く関心を持っ 

ています。…自然食品や農家さんを探していましたが、結局すべて B町で見つかりました。… 

○…募集定員についてですが、私自身、小中学時代と 1学年 11 人でした。… 

当小学校も 1 学年 20 人でちょうど良いと思います。… 

○…今回初めて参加させていただきましたが、以前からこのような素晴らしい学校を作 

る計画がすすめられていること、参加者の皆さんが熱い思いを持っていらっしゃることに感銘を受けました。

… 


